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分担報告書 

 

高病原性病原体による感染症対策のあり方の検討 

 

所 属 国立感染症研究所 

ウイルス第一部・部長 

研究分担者 西條 政幸 

 

A. 研究目的 

国立感染症研究所（感染研）においても、BSL-4 施

設における検査体制の整備や感染症サーベイラ

ンス体制の充実、薬剤耐性研究センターの設置、

ワクチン検定体制の充実など、感染研としての機

能強化に取り組んでいる。感染研村山庁舎は建設

後 37 年、戸山庁舎は建設後 25 年が経過し、施設・

設備とも老朽化が進んでいる。施設の老朽化も踏

まえ、新たな BSL-4 施設建設を議論する必要性も

指摘されている。また、感染研の研究所（キャン

パス）は東京都内 3 カ所［戸山庁舎（新宿区）、村

山庁舎（武蔵村山市）、ハンセン病研究所（東村山

市）］に分散して存在している。その分散している

ことのデメリット等と一つの研究施設に統合さ

せることのメリット・デメリットを総合的に勘案

して、感染研の将来のあり方を考える必要がある。 

日本国内外の感染症対策において、感染研は中心

的役割を果たす必要がある。機能強化・維持の観

点からの感染研のあり方も丁寧に評価すること

が重要である。 

今年度は感染研の感染症対策強化における将来

構想をまとめる目的のひとつとして、海外の感染

研様研究機関の移転計画が進められている英国

保健衛生局（Public Health of England、PHE）や

既に完了させた韓国疾病予防センター（Korean 

Centers for Disease Control、KCDC）の調査を通

研究要旨： 
英国保健衛生局（Public Health of England、PHE）は、日本における国立感染症研究所（感染研）にあたる感

染症対策行政を担う公的機関である。また、韓国疾病予防センター（Korean Centers for Disease Control、

KCDC）も同様の国立機関である。PHEはロンドン市内および周辺（Salisbury市）に分散して存在する庁舎を一

つにまとめて統合された PHE庁舎が 2023-2024年新しい地域（ロンドン Harlow市）に移転する計画が実行され

ることになっている。韓国では約 15 年前に韓国ソウル市内にあった韓国衛生研究所（韓国 NIH）の一部機能を

含む疾病予防センターとしての KCDCが設置され、庁舎はソウル市から五松市（Osong市）に移転・建設された。

PHEの各庁舎を統合することの目的には効率性や経済性を高めること、さらには移転先の地域支援が挙げられて

いる。移転先の Harlow市はロンドンと有名な大学（Oxford University、Cambridge University等）の中間に

位置し、学術機関との連携を強化しやすくなるなどのメリットも認められる。韓国 CDCの Osong市への移転は保

健省各機関［KNIHだけでなく、保健省関連機関（KFDA等）］も同様に同じキャンパスの中で建設された。感染研

も東京都内に 3カ所［戸山庁舎（新宿区）、村山庁舎（武蔵村山市）、ハンセン病研究所（東村山市）］に分散し

ているが、PHEや KCDCの統合・移転は感染研の将来のあり方にとても参考になる。 

ロベルト・コッホ研究所（Robert Koch Institute、RKI、ドイツ・ベルリン市）、PHE（Porton Down、Salisbury

市）、イタリア Spallanzani国立感染症研究所(イタリア NIID、イタリア・ローマ)、韓国 CDC（Osong市）の BSL-

4施設の活動状況や機能について、これらの機関を訪問し、担当者と面談することを通じて詳細に調査した。感

染研の BSL-4施設は建設されてから既に 38年が経過していることから、新規 BSL-4施設建設が必要になること

が予想される。今回の調査はその計画に資するものと考えられる。 

都内 3 カ所に分散している感染研が将来どのような研究所を建設すべきか、老朽化を迎える BSL-4 施設を感染

研が今後どのような BSL-4施設を有するべきか、このような重要な課題にとても参考になる情報を収集した。 
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じて詳細な情報を収集した。また、ロベルト・コ

ッホ研究所（Robert Koch Institute、RKI、ドイ

ツ・ベルリン市）、PHE、KCDC、イタリア Spallanzani

国立感染症研究所(イタリア NIID、イタリア・ロ

ーマ)の BSL-4 施設の機能や規模等について調査

した。 

 

B. 研究方法 

1. 海外の感染研様研究所の移転に関する調査 

1) KCDCについて 

韓国 CDC には 2019 年 7 月 3 日に訪問し、KCDC

の所長 Youngmee Jee 博士、Joo-Yeon Lee 博

士 （ Division Director 、  Division of 

Emerging Infectious Disease and Vector 

Research）、 Hee-youl Chai 博士（ Deputy 

Director 、  Division of Biosafety 

Evaluation and Control、 NIH）他、約 10 名

の担当者と面談し、研究所移転の目標、利点と

問題点、実際に計画から移転までに要する時間

や準備内容、これらの事項について調査した。 

2) PHE について 

英国PHEには2019年7月24-27日に訪問した。

PHE Waterloo Office にて、PHE の Harlow 

Campus への移設計画の詳細を、このプロジェ

クト責任者である Tim Harry 博士と面談し研

究所移転の目標、利点と問題点、実際に計画か

ら移転までに要する時間や準備内容、これらの

事項について調査した。 

 

2. 海外 BSL-4施設機能・規模等に関する調査 

1) RKI 
2019 年 5 月 7-9 日に RKI において実施され

た Global Health Security Action Group-

Laboratory Network（GHSAG-LN）会議に出席

するとともに、RKI の BSL-4施設について調

査した。 

2) KCDC 
韓国 CDC には 2019 年 7 月 3 日に訪問し、KCDC

の BSL-4 施設の稼働状況、規模、機能等につい

て調査した。 

3) PHE 
2019 年 7 月 26 日に PHE-Porton を訪問し、

高病原性ウイルス感染症研究者である

Roger Hewson 博士やバイオセーフティ等担

当者の Christine Bruce博士らと面会した。 

4) イタリア NIID 

2019 年 11 月 20-21 日にイタリア NIID にお

いて実施された GHSAG-LN 会議に出席すると

ともに、23 日には BSL-4 施設担当者・研究

者である Antonio Di Caro 博士と面談し、イ

タリア NIID の既存 BSL-4 と建設中の BSL-4

施設について調査した。 

 

C. 研究結果 

1. 海外の感染研様研究所の移転に関する調査 

1) KCDC 
ソウル市には新しく KCDC 施設を建設するロケ

ーションを確保するのが難しいとのことであ

った。BSL-4 施設建設も困難であることが予想

され、今から 15 年ほど前に KCDC の移転計画

が立てられた。その際、韓国 NIH のみならず、

保 健 省 関 連 機 関 （ Korean Food Drug 

Administration、National Biobank 等）の移

転も同時に計画された。現在ワクチン研究所の

建設が進められている。移転先はソウルから南

に電車で約 1 時間のところに位置する Osong

（五松）市とされた。尚、2003 年にアジア（中

国）を中心に SARS が流行したことが感染症対

策能力強化の必要性を認識させ、それが移転計

画に寄与していた。 

韓国保健福祉省自体も Osong 市にそう遠くな

いところに位置する世宋特別自治市に移転し

ている。 

ソウル市から Osong 市に移住した職員もいれ

ば、ソウル市から通っている職員もいる。移転

に関する職員の思いはわからないが、面談した

スタッフからの話では特段大きな問題が生じ

ているとは思われなかった。 

2) PHE 
移転に関する概要は以下の通りである。 

 PHE Porton、 PHE Colindale、 PHE Office

が移転する。 

 移転時期は 2023-2024 年を計画している。 

 計画を立てたのは今から 15 年程前のことで

あり、移転が計画通り実施されれば移転が完

了するのは立案から約 20 年を要することに

なる。 

 移 転 先 は Harlow 市 に あ る 、 元

GlaxoSmithKline のキャンパスである（写真

1、2）。 
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写真 1．PHEの移転先の現在のキャンパスに存

在する旧 GSK キャンパス内に存在する旧 GSK

研究施設。 

 
写真 2．PHEの移転先の現在のキャンパスに存

在する旧 GSK キャンパス内に存在する旧 GSK

研究施設を敷地外の南側から撮影した。現在、

不要な建物を取り除く作業がなされていた。 

 

 移転の目的は、PHE-Colindale や PHE-

Porton が老朽化していること、複数施設で業

務が行われていることによる非効率性（経済

効率性の悪化）に関する問題点の顕在化（光熱

費や修繕費の高まり）を解消することである。

Harlow に移転することにより、GSKが Harlow

市から撤退したことによる地域経済の悪化に

対して経済的な支援につながることが見込ま

れ、また、Harlow 市は地理的に Cambridge 

University、Anglia Ruskin University、

Essex University 等の Academic Institutes

とロンドンの中間に位置するという地理的利

点から、共同研究や Innovativeな研究を推進

しやすくなるというメリットも期待される。 

 地域コミュニティとの関係においては、

BSL-4 施設建設が含まれている移転計画であ

るにもかかわらず、特段移転に対して反対運

動等は起こっていないとのことであり、むし

ろ受け入れられているとのことであった。 

 大きな問題点としては、巨額の費用が見

込まれること、職員の移動・移転、通勤問題で

ある。現在働いている職員の中で、転居が困難

な職員が多数いると見込まれている。そのよ

うな職員が退職することになれば、PHEとして

の活動、公共サービス機能が一時的に大きく

低下するのではないかと考えられており、そ

れが大きな問題であるとのことであった。宿

舎等の職員へのサポートが必要であるが、こ

の問題は簡単に解決できるものではないと認

識されている。 

 

2. 海外 BSL-4施設機能・規模等に関する調査 

1) RKI 
RKIの BSL-4施設は、2006年に計画が立てら

れ，翌 2007 年 11 月に建設が許可された．

2010 年 10 月に建設が始まり，2018 年 3 月

にフル稼働した。計画が立てられてからフル

稼働までに 12年を要している．RKI の BSL-

4施設はスーツ型 BSL-4施設であり、その建

設はフランスINSERMのBSL-4施設（リヨン、

フランス）と類似する構造で、独立した研究

室が 2つ、動物実験施設と解剖施設が他に設

置されている。 

研究、診断、公衆衛生対応、国際的活動をバ

ラ ン ス よ く 行 う BSL-4 施 設 で あ る

（https://www.rki.de/EN/Content/infecti

ons/Diagnostics/SpecialLab/specialLab_n

ode.html）。 

尚、RKI施設の隣敷地内には医療従事者がウ

イルス性出血熱患者治療を安全に実施する

ことの可能な病棟を有する大学病院が存在

する。 

2) KCDC 
KCDC の BSL-4 施設は、KCDC キャンパス内に設

置されている。スーツ型現時点では、KCDC や

KNIH は感染性のあるエボラウイルス等 BSL-4

病原体は所持していないとのことであった。 

3) PHE 
PHEにはグローブボックス型 BSL-4施設が設

置されている。世界保健機関（WHO）の

Collaborating Centre for Haemorrhagic 

Fever Virus Reference and Research に指定

され、エボラ出血熱等に対する抗ウイルス薬、

治療、ワクチン開発に関する研究を実施すると

ともに、ウイルス性出血熱の流行対策にも貢献

している。 

PHEは旧 GSK研究施設を利用して新規 PHE研

究所を建設する予定である。この敷地内に

https://www.rki.de/EN/Content/infections/Diagnostics/SpecialLab/specialLab_node.html
https://www.rki.de/EN/Content/infections/Diagnostics/SpecialLab/specialLab_node.html
https://www.rki.de/EN/Content/infections/Diagnostics/SpecialLab/specialLab_node.html
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BSL-4施設が建設される。現在の PHE-Porton

にある BSL-4 施設は感染研の BSL-4 施設と

同じくグローブボックス型であるが、新キャ

ンパスに設置される BSL-4 施設はスーツ型

になるとのことであった。責任者の Allen 

Robert 博士によると、既にバイオセーフテ

ィトレーニングを職員に積ませるために、カ

ナダ国立微生物研究所（ウイニペグ、カナダ）

に該当職員を派遣しているとのことであっ

た。 

PHE-Colindale 研究施設設置位置環境を調

査した。PHE-Porton は Salisbury 市からさ

らに郊外に存在し、いわゆる一般の人たちが

生活している地域から離れた場所に BSL-4

施設が設置されている。しかし、BSL-4施設

が存在する PHE-Colindale 研究施設はロン

ドン市内の住宅街の中にある（写真 3）。 

 

 

図 3．PHE-Colindale 研究施設（上）とその

周辺の環境（下） 

 

4) イタリア NIID 

イタリア NIID は、Lazzaro Spallanzani 総

合病院と隣接して同じ敷地内に設置されて

いる（写真 4）。 

 

写真 4．Lazzaro Spallanzani総合病院に建

設中の重症感染症患者収容施設。それぞれ独

立した病室が 10 数床設置される計画である。

この施設内にスーツ型 BSL-4 施設建設が進

められている。ただし、建設が始められてか

ら 10 数年が経過しているが完成されていな

い。 

 

2003年の SARS流行を経験した、高病原性病

原体感染症患者治療施設（写真 4）とそれに

隣接する BSL-4 施設建設が進められている。

また、既にイタリア NIID にはグローブボッ

クス型 BSL-4研究施設が整備されている。既

に設置されている BSL-4研究施設は、グロー

ブボックス型安全キャビネットは一つと規

模は小さいものの、ほとんどの種類の出血熱

ウイルスやニパウイルス等の新興ウイルス

を所持して研究が進められているとのこと

であった。しかし、研究スペースが限られて

いることから、ウイルス性出血熱に関する研

究を強力に進めている印象を受けなかった

が 、 欧 州 に は European Research 

Infrastructure on Highly Pathogenic 

Agents（erinha、https://www.erinha.eu/）

と呼ばれるコンソーシアムがあり、このフレ

ームの中でも共同研究を推進しているとの

ことであった。 

 

D. 考察 

今年度は海外の感染研様研究機関の中で、全面

移転を完了させた KCDC と現在移転を計画実施

中の PHEの担当者との面談を通じて、移転に関

する利点・問題点等について調査した。 

施設老朽化、都市部に新規研究施設建設用地を

得ることの困難さ、施設が分散して存在するこ

とによる業務の非効率性、職員・関係者の施設

への通勤のしやすさ、移転にかかる費用、施設

周辺自治体との関係、多くの項目について詳細

https://www.erinha.eu/
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な検討がなされた上で移転が計画され実施さ

れている。 

感染研は東京都内に 3カ所［戸山庁舎（新宿区）、

村山庁舎（武蔵村山市）、ハンセン病研究所（東村

山市）］に分散している。戸山庁舎は移転してか

ら 27 年が経過し、村山庁舎の各施設が独立し

て建設されていて、老朽化した建物から新しい

建物が混在している。そのため光熱費が高くな

る傾向が認められる。村山庁舎に設置されてい

る BSL-4 施設は 1981 年に設置されたことから

建設から 38 年が経過した。国際的にも最も古

い BSL-4 施設のひとつと位置づけられている。 

PHE が分散して存在している研究施設を一カ所

に統合して移転する作業を実施中で近い将来

完結する予定である。感染研も同様に現在 3カ

所に分散している研究施設を一カ所に統合し

て移転させる場合には、PHE で行われている作

業工程が参考になることと思われる。 

感染研の研究施設のあり方における設置場所

を考えると、以下のオプション、1)東京都内に

存在させる、2)東京都を含む近郊都県に設置す

る、3)東京都からの位置関係を無視した地域を

選定してそこに設置する、の 3候補から選択で

きる。しかし、感染研が国内外の感染症対策に

広く貢献する機能を有していること、厚生労働

省と綿密に連携した業務を実施しなければな

らないことを鑑みると、感染研の設置されるべ

き場所としては、1)東京都内に存在させる、ま

たは、2)東京都を含む近郊都県に設置する、の

どらかが選択されるべきであると考えられる。

「1」東京都内に存在させる」が選択される場合

には、さらに 1)現在のまま、東京都内［戸山庁

舎（新宿区）、村山庁舎（武蔵村山市）、ハンセン

病研究所（東村山市）］に分散して存在させる、2)

現在の 3カ所のどこかに統合して移転設置させる、

のどちらかの選択になるものと考えられる。東京

都内に感染研を統合して設置可能な新規地区が

現実的に存在する場合には、そこへの移転も考え

られるが、現実的には 1)現在のまま、東京都内

［戸山庁舎（新宿区）、村山庁舎（武蔵村山市）、

ハンセン病研究所（東村山市）］に分散して存在さ

せる、または、2)現在の 3 カ所のどこかに統合し

て移転設置させる、のどちらかが選択されること

が現実的であろう。 

今年度は PHE、RKI、KCDC、イタリア NIID の BSL-

4 施設の設置位置、設置場所の周辺環境、規模、

行われている活動等について、実際の研究者や管

理者と面接することを通じて詳細に調査した。

BSL-4施設の設置場所に関しては、イタリア NIID、

PHE-Colindale は人口密集地域に存在し、PHE-

Porton は人里離れた場所に、KCDC はその中間的

な場所に存在した。つまり、BSL-4 施設の設置場

所は街中であっても、そうでなくても候補地とな

ると考えられる。もし、現在 3 カ所に分散してい

る感染研が将来的に 1カ所に統合されるとすれば

そこに BSL-4 施設が設置されるべきである。 

いわゆる先進国と呼ばれる多くの国々では、すべ

ての感染研様研究機関に高病原性病原体による

感染症対策、研究の推進のために BSL-4 施設が設

置されていた。また、どの BSL-4 施設の重要な機

能のひとつに diagnostics（診断、検査）が挙げ

られている。つまり、現在感染研が BSL-4 施設で

エボラ出血熱等ウイルス性出血熱の検査・診断を、

責任をもって実施することはとても重要なこと

である。2019 年 9 月に感染研（村山庁舎）の BSL-

4 施設に感染性のある特定一種病原体（エボラウ

イルス、マールブルグウイルス、クリミア・コン

ゴ出血熱ウイルス、ラッサウイルス、南米出血熱

ウイルス）を所持し、検査システム整備、開発、

対応能力向上が実施できるようになったことは、

国内外の感染症対策に貢献すべき感染研にとっ

て望ましいあり方にむけて第一歩を踏み出した

ものと考えられる。 

一方で、海外の感染研様研究機関で BSL-4 施設の

中で実施される作業が、検査・診断に限定されて

はいなかった（ただし、KCDC の場合まだ感染性出

血熱ウイルスを所持していない）。イタリア NIID

の BSL-4 施設の規模は比較的小さく、研究キャパ

シティが他の施設のそれと比較すると相対的に

小さいと思われた。しかし、そのデメリットを欧

州の BSL-4 施設連携フレーム（例えば erinha）の

中で共同研究を実施することで、克服していた。 

現在、感染研の BSL-4 施設内で実施される特定一

種病原体関連作業は検査およびそれに関連する

作業（診断・治療等）に限定されている。エボラ

出血熱等の患者の輸入感染事例にだけに備える

BSL-4 施設であることは、現在感染研が行うべき

感染症対策に必要なことではあるが、将来的には、

特に BSL-4 施設を新規建設・設置する場合には、

その作業内容を真に感染研が行うべきものに適

したものとすること（治療・予防法開発や疫学的

研究を実施できるようにすること）が望まれる。

その場合、エボラウイルス、マールブルグウイル

ス、クリミア・コンゴ出血熱ウイルス、ラッサウ

イルス、南米出血熱ウイルスを取り扱う作業だけ

に BSL-4 施設を利用するのではなく、作業者の安

全を確保するためにも、その他の高病原性病原体

研究にも使用できるようにすることが望まれる。
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それには作業を行う上でメリットが高く、いずれ

の BSL-4施設で導入されているスーツ型 BSL-4施

設にすることが望ましい。バイオセーフティ・バ

イオセキュリティの維持管理の重要性はもちろ

んのことである。 

 

E. 結論 

近年、海外の感染研様研究機関の中で移転また

は移転計画実施中の研究機関として KCDC およ

び PHEを訪問して、移転に関する調査を実施し

た。東京都内に 3カ所に分散している感染研の

将来的なあり方を考える上で情報収集した。ま

た、感染研の将来の設置場所等について考察し

た。 

PHE、RKI、KCDC、イタリア NIID の BSL-4 施設の設

置位置、設置場所の周辺環境、規模、行われてい

る活動等について、実際の研究者や管理者と面接

することを通じて詳細に調査した。現在、感染研

の BSL-4施設内で実施される特定一種病原体関連

作業は検査およびそれに関連する作業（診断・治

療等）に限定されているが、将来的には特に BSL-

4 施設を新規建設・設置するとされた場合には、

その作業内容を真に感染研が行うべきものに適

したものとすること（治療・予防法開発や疫学的

研究を行えるようにすること）が望まれる。特定

一種病原体を取り扱う作業だけに BSL-4施設を利

用するのではなく、作業者の安全を確保するため

にも、その他の高病原性病原体研究にも使用でき

る仕様にしたり、その機能を付与したりすること

が望まれる。新規 BSL-4施設を建設する場合には、

それはスーツ型 BSL-4施設であることが望ましい。  
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